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通信衛星3号-寄(CS-3a)の打上げ結果の評価及び

放送衛星芝号-b(BS-2吊のテレメトリ・エンコーダ

の作動状況等について

昭和63’年5月30日

宇宙開発委員会第四部会

宇宙開発委貴会第四部会は、昭和6 3率2月1 9日に宇宙開発事業団が行っ

たH」Iロケット(3段式)1母機による通信衛星3号-患(CS-3a)の打上げ

結果を評価するために必要な技術的事項について、昭和6 3年4月1 5日以来、

また、昭和61/年2月1 2日に打ち上げた放送衛星2号-b(BS-掴)のテレ

メトリ・エンコーダの作動状況について、昭和6蜜年2月10日以来、二次推

進薬遮断弁の温度制御について、昭和6 3年4月1 5日以来、調査審議を行っ

てきたが、このたびその結果をとりまとめたので報告する。
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上 H-Iロケット(3音段式)1号機による

通信衛星3号-a(CS-3寸の打上げ

1.打上げの概要“

(1)目 的

今回の打上げは∴H-工ロケット(3段式)1号機により通信衛星3号-

O音)ゆ 轟くCS-3a)を打ち上げ、赤道上東経1 3 2崖の静止壷料削こ投入する

ことにより、適宿衛星2号(CS輸2)による通信サービスを引き継ぎ、ま

- た、増大かつ多様化する通信需要に対処するとともに、通信衛星に関する

技術の開発を進めることを目的としたものである。
し

圃

(2) H-Iロケット(3段武)1号撥の概要

H鵜エロ.ケッ・トは、全長約40.3血、直径約2.鉦、発射時の総重量的

140トンの3段武ロケットで、重量的き50塙の静止衛星を打ち上げる

能力を有しそしこる。
I

)

今回打ち上げたH細工ロケット(3段式汗号撥は、前回打ち上げたH-

(」 エロケッ=3段制裁輔と同じコンプイ・ギ言細ションをもち:第1段

及び第2段に液体燃料を、特に路芝段には液体酸素及び液体水素を推進薬
io

とする一エンジンを使用するとともに、第3段及び第1段補助ロケッ￣トに固

体推進薬を使用し、また、誘導方式として慣性誘導方式を採周している。

古ケットの形状及び主要諸元は、“それぞれ図工及び衰1に示す

-あるも
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(3)通信衛星3号-a(CS-3a)の概要 -
一

通信衛星3号輸嶺(CS-3包)は、直径約2.2聞、高さ的3.6調の円筒形

のスピン安定方式の衛星であり、静止衛星軌道初期の衛星重量は約5 5 0

k8、打上げ時の衛星重量は約1.章0 9 9kgである。

CS-3むは、通信衛星芝早くCS-2)と基本的に同様の機能を持っ衛

星であるが、 CS-2と比べ大容量化が図られている。

CS-3aの形状、主要諸元及びシステム構成は、それぞれ、図2、表

2及び囲いこ示すとおりである。,

甲卓上雪の経過及び結果・章.

発射時刻:昭和63年芝月19日19噂05分

(日本標準時、以下同じ)

▲打上げ場所:宇宙開発事業団 種子島宇宙センター

発射方・位角:. ,92.5度

発射時の天候:晴、北西の風4.Om/s、気温6.5℃

卵つ

掌1搾ロゲーツト及び固体醐ロケットの燃焼時常で、囲補助吋ッいじ

上の切離し、第1段ロケットの切離しに引き続いて第2段ロケットの燃焼

も正常に行われた。また、この間、慣性誘導装置も正常に作動した。

その後、第3段スピンアッズ第2段ロケットの切離し及び第3段ロケッ

トの燃焼が正常に行われた。騒いて、発射後編2 6分39秒に衛星と第3 ’

段ロケットとの分離が正常に行われ、衛星は所定のトランスファ軌道に投

入され「さくも3号-a」 (SAKURA-3a)と命名された。

トランスファ軌道上での4国の姿勢変更の後、 2月21日 管時21分

ー
2
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1 3秒に籠4遠地点近傍でアポジモ」タが点火された。-アポジモータは的

5 4秒間正常に燃焼し、衛星くぼ所定のドリフト軌道に投入された言出7

ト軌道投入後、軌道両道垂直姿勢制御及びナンテナデスビン等を行った後、

10回の軌道制御を綬て、 3月1 4日に東経1 49度の暫定静止衛星軌道

に投入された。電源系、熱制御系、二次推進系等の基本機器及び通信用ア

ンテナ、通信用中継器の機能確認が順次行われcs-3。は所要の性能

を満たしていることが確認され、その後音、 5園の軌道制御を経で、 5月

1 1日に衛星は東経1 3 2度の静止衛星軌道に投入された。

軌道計算による衛星の軌道は次のとおりである。

実 測 値 計 画 値 

近抱点高度(k軸) 35章786 35ず785 

遠地点高度(km) 3呂書竿8轡 35,788 

軌道傾斜角(度) 0.022 0.022 

尉 期(分) 1章43.6 1,435 

(昭和63車5し月1 1日現在)

なお、衛星の初期機能確認期間中の」3月1 1日にデおヾンアンテナの回

転が停止する事態が発生した。この原因は衛星の姿勢及びアンテナ制御エ

レクト.ロエクス(AACE)の異常によるものと考えられたみせ∴ÅAC巳

を1勅、ら-2系に切り替えたところ、デスパンアンテナの回転は正常に復

帰した。

ー
3
-



・ 2.打上げ結果の分析と今後の対策

前述のとおり、・H-Iロケット(3段式)1号機により、 CS,-鉦は所定

の静止衛星軌道に投入され、 ÅAC巴の1系の不具合を除き、ミッション機

器をはじめ衛星各部は順調に機能している。

なお、第3段ロケットの比推力の誤差等によ,り、 ,トランス、ファ軌道の軌道

雫寮が計画値と比べてやや異なった。この差異は予測誤差の範囲内であ星

:これによるミッション達成上の支障はな高書?申子、今回のデータを今後の打

上げに反映させ,ていぐ必要がある〇
・

▲

今回の打上げにおいて発生したÅACEの1系の不具合に関する分析及び

今後の対籍は次のとおりである。

(1)不具合発生時の状況

前述のとおり,、 3月1 1日7時41分頃デやヾンアンテナの回転が檀止

’する事態、が発生し、衛星各部の状態を調査したところ、この事態は、 AÅ

C巴の異常が原因であると推定されたので、 3月11日20時25分頃Å

ÅC巴を1系から2剥こ切り替えたところ、デスパンアンテナの回転は正

常に復帰し、以後頼嗣に動作している。

(2)デスパンアンテナ制御系の構成と動作原理

デス.パンアンテナ制御系は、胞球センサアセンナl主姿勢及びアンテナ

・制御工ヤクトロ_テグス、ドライブモータアセンブリ_(DMA)かち構成され

・ろく図互)。地球センサ、 ÅAC耳及びDMÅの固定部は衛星本体に、また、

.デスパンアンテナはDMAの回転部に取.り付けられている。デスパンアン

テナ制御系は、図5に示すように、 AÅCEが地球センサ、 DMAの速度

検出器及び位琶検出器からの信号を処理し、アンテナのデスビン及び方位

角制御を行う。

-
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(3) 不具合原因の究明「 ・1￣ ) 、

“不具合発生時における衛星のテレ子中Iデータ∴AACEみェンジエア

リングモデルによるシ’ミュレーション試験の▲結果等をもとに-、故障要因解

析(FTA)を行った(図.6)主この輯果、 「不具合箇所はデスパンアンテナ制

御系のAACE内であると判断され、 AA￣cEに関しさらに詳細なFTA

を行ったところ(図7)、故障はDMA駆動用DC/DCコンバータの制御

部又は二次電流中ミッタに発生したものと推定される。

これらに?いて、さらに絞り込みを行った結果、不具合部位は次々6つ

の回路であることが判明したく図8)。

①低電圧入力シヤットダウン回路、・⑨スタート回路、†⑧パルス幅制御器、

④ドライブ回路、 ⑤電圧制御用アンズ⑥二次電流リミッタ

これらの回路には、約1互0個の部品が使用されており、部品レベルの

FTÅを行った結果、そこに便周された2 9個の部品(表3)又はその取り

付け蔀のいずれかに故障が発生したものと推定される。 ,

そこで:前記の不具合にっいて、設計∴製造及び試験の過程並びに健用

部品について調査を行ふた。臆 -

設計にっいては、開発過程の認定試験において問題がなかったこと、不

具合箇所と同一設計の回路が技術試験衛星V型のモーメンタムホイール駆

動回路3台に使用されており、それらのいずれも現在まで正常に運用され

ていることかち妥当であると考えもれる。製造については、 ①はんだ付け

等特殊工程の実施状況、 ②部品の取り和す、 -∫農ド線の成型・実装の状態、

ワイヤハーネスの引き廻し状態等の記録を調査したところ、製造上の問題

点は認められなかった。また、試験項目及び条件については、所定の基準

にしたがい、モジュール、コンポーネント及びシステムの各段階において

適切に設定されており、試験揺乗は要求挫髄を満たしている。さらに、便

-
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用部品については、所定の信頼性要求及び品質要求に基づき選定しており、

また、使用部品の検査は米国からの鷹入部品、国産部品ともに適正に実施

ilされており、これらは検査記録等によって再点検されている。また、部品

は定格内の余裕をもった範囲で使用されている。

以上のように、設計、製造及び試験の過程並蹄二億用部品の選定には、

一

問題とな堰が認められず、かつ、。今回の不具合が打上げ後の早い時期に

発生していることから、 CS○○3aのAÅCEl系の部品又はその取付け

部に存する潜在的な要因が打上げ後に現われたものと考えられるoこのよ

うな不具合に対処するため衛星では主要コンポ」ネントを冗長構成とし、

信頼性の向上を図っており、 CS-3aではÅÅC巳を芝系に切り替える

ことで運用上の支障は生じていない。また、今回の不具合が上に述べたよ

うなことでもあ.り、 CS-3bにおいで同様の不具合が生じ、運用に支障

が生じる可能性は擾めて小さいものと考えもれるが、 CS-3bのAAC

巴の正常を機能を芙証し、信頼性のなお一層の向上を図るため、 ÅÅC巴

に対する1食期間相当の熟真空試験及びダミーモータを使用した連騎動作

試験、衛星へ取り付けた後の動作試験などを追加的に行う必要があるo

-
6
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Ⅱ.放送衛星2号-b(BS-2b)のテレメトリ・「音

キンコーダの作動状況等にっいて

i

●i

1.放送衛星急号-b(BS-芝b)の概要

(1)衛星の概要

放送衛星2号-も(BS-芝b)は、放送衛星に関する技術の開発を進める

とともに、テレビジョン放送の難視聴解滑等を図ることを目的とした衛星

で、昭和61年2月12日、 N-Ⅱロケット8号機により打ち上げられ、

東経1 1 0度の静止衛星軌道に投入された。

衛星の形状及び主要諸元は、それぞれ図9及び衰4に示すとおりである。

(2)テレメトリ孫の概要
○ ○

・

BS-芝bのテレメトリ・コマンド系は図10に示すとおりである。

このうち、テレメトリ剥ま、テレメトリ・エンコーダ、 Sバンド送信機、

S/Kアーツナコンパーiタ、 Sバンドアンテナ、 Kバン’ドアンテナ等からな

り、図に示すような流れでテレメトリ∴きデータが伝送される。テレメトリ

系のコンポーネントのうち、テレメトリ・エンコーダ、 Sバンド送信機及

勤し」 びS/Kアップコンバータにっ当ては、冗長構成となっている。音

I l

2.テレメトリ・エンコ一一ダの作動状況等に、ついて }

(1) Å糸テ,レメ上り・.エンコーダの作動状況「
￣l、  i

=不具合発生時の状況」 -
し

」

・《

BS-2もでは、衛星の動作状況を壇上で監視す￣ろためのテレメトリ系

をÅ糸、 B系の2系統搭載しており、打上げ以降A剥こより正常に運用し

てきた。しかしながち」昭和62年ユ2月24日15時4分32秒にテレ

-
7
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メトリ・データの取得が不可能となった。この時￣は4互秒後に自然回復し

たが、 4日後の芝8目12晴ら9分1芝秒に再びテレメトリ・データの取

得が不可能となった。 24日の状況は、テレメトリ用の主搬送波の受信レ

ベルは正常で、副搬送波の状況は確認できなかった。また、 2 8日の状況

は、主搬送波及び到搬送波のレベルは正常であり、副搬送波は無変調と見

られた。これらの状況から、 A系テレメトリ・エンコーダに不具合が発生

したものと考えられたので、 28日13時16分頃、テレメトリ・エンコ

ーダをÅ糸かちB剥こ切り替えた;“以後、葛正常にテレメ上り・データが得

ら九でいる。 i i

ii)テレメトリ・エンコーダの概要

テレメトリ・エンコーダの構成は図11“に示すとおりである。各種テレ

メ上 り・データは、アナログ・データ、バイナリ・データ及びシリアル・

デジタル・デー.タとして入力され、アナログ信号は、アナログ・デジタル

変換器でデジタル宿号に変換され、データ・セレ●タダで他のデジタル信号

及び同期信号とともにテレメトリ∴フォーマットに編集される。データ◆

セレクタから出た信号はBiニ4 (B口evel-SPl古phase)変換器でNR

Z信号からB十一日信号に変換され、この椿号により王台狙Hzの副搬送

波がB㍉輸蜜変調器でP告K変調されSバンド送信機へ出力される二

誼)不具合原因の究明と今後の対策

12月芝4日と芝8日の現象に関して、わずか4自殺に2(図百の現象が

起きていること、両日ともに副搬送波のレベルは正常である」ものの、地上

におらてテレメトリ信号復号器がロックオフしそ言ること、また、不具合

1発生時の温度が似てい-ろことかち考えると、面白み現象は同一箇所に原因

」があるもめと考えも九、,表5に示す解析を行った結果、テレ守トII ・エン

コ_-ダを構成す「る回路のうちクロック分属器に故障が発生したと推定され

ー
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る。さらに、 1 92kH之副搬送波のレ.ベル及び周波数が正常で、_5 1 2H之

による変調が無変調であったことから、クロック分局器のうち図1 2に示

す範囲の故障によるものと推定される。 葛

この回路は、デジタルIC(C-財OS)、抵抗及びゴンデンサ等かちな

り、プリント基板上に組み立てられている。故障の要因として考えられる

放射線による影響、機械設計、熱設計、製造語録などの事項に関して、再

点検を行った結果は以下に示すとおりである。

①使用_されている工Cの5年間に予想される総被爆放射線量は、規格に

対して十分なマージンを有している。

1 ②クロック分局器の動作周波数の下限値は、電線電圧及び温度の変動、

放射線等による影響は小さく、これらに対して十分なマ」.ジンがある。

また、これはブレッドボードを用いた試験によっでも確認されている。

③プ廿ント基板の配線間隔及び幅は規格を満たしており、また、パター

ン設計も正常である。

④工Cリード線の成型、プリ.ント基板用エッジコネクタ等のはんだ付け

作業、部品・配線の按薄作業、基板のコーティング及び検査結果に異

常な点はないもl
~

⑤パネル温度より推憲きれろA系テレメトl) ・エンコー「ダの温度は、受

入試験の_レベル程度である。

⑧クロック分局器の製造過程では、部品等の不具合は発生していない。

以上のように、放射線の影響解析及び使用工C、熟解析、 ,i電気的特性の

見直しとブレッドポ∵ドによる追跡試験、1,パターン設計及びコネ:クタービ

ンの機械設計の再確認、工C部品の追跡調査∴製造記録及び製造履歴に関

して、入念を調査分析を実施した結果、直接故障に結びつく要因は見当た

らなかった料、わずか数日の閥に一過性の現象と持続的な現象が発生して

ー
9
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:いること等不具合発生時の状況からみて∴プーIント基板と部品及びコネク

タの膚んだ付けによる擦犠部分等が予期できない機械的又は熟的ストレス

を受け、断線となるに至ったことが可能性として考えち“れる∴ このよう

な不具合に対処するため、 BS∵狙では主要コンポーネントを冗長構成

とし、信頼性の向上を図っており、今回テレメトリ・エンコ⊥一ダをB系に

切り替え“ることで運用上の支障は生じていないが、今後、、同様の不具合が

生じないよう、機械設計、熱設計等の設計に関し、機械的・熟的ズトレス

に十分配感するとともに、はん描け等の組立作業・検査、試験などに関 暖う

し、より慎重に行っていく必要がある。

(2上二次推進系遮断弁(ラッチバルブ)の温度制御について

BS∵2自よこ衛星の姿勢と軌道を制御するための二次推進糸を搭載し

- ている。図13にスラスタ系統図を、図14にラッチバルブ部(ラッチバ

ルブの取り付け部)の温度制御系統図を示す。ラッチバルブは推薬タンク

とスラスタとの間において醗管の開閉を行うものである。ラッチバルブ部

・は衛星構体の外部に取り付けられており温度の目変化か大きく、低温時間

帯の推進薬の凍緒を隣ぐだめサーモスタットを用いたヒ一夕によ抽熟がi

二行わ・九でいる。なお、この保温用ヒ一夕はÅ系、 B系ともコマン料こよる生来リ

オン・オフも可能であり、また、推進薬の過熱を防止するため、 OHT(週

.温度防止用サーモスタット)が設けちれて亘る。

温度制御用サーモスタット(CT)ほこ低温時においでもラッチバルブ 1

部の温度を細工0℃以上に保っように設定されている。・なお、憧適薬(ヒ

ドラジン)の凍結点は約2℃、沸点は的113℃である。

昭和61年12月4日、ラッチバルブ部の温度が通常より高くなる現象

が発生した。 1.芝月8日に同様の現象が発生した後自然回復したが、衛星

- 10
-

をより賓定に運用するため、 12月18日、それまで使用していたラッチ

パルプ郡の保温用ヒータをA系からB剥こ切り替えた。その後、 B釆ヒー

タにより運用を続けていたが、昭和63年3月3日から6日にかけて、同

部の温度が通常よ・り高くなる現象が発生したため、コマンドによりヒ一夕

・回路の制御を行うこととした。その後、この方法で制御を続けてきたが、

ヒータ回路網勧郡の安定運用に資するための情報を得るため、 3月2呂￣日

にB系かち以前自然回復していたA系に切り替えたところ、温度制御が正

常に行われていることか確認された。なお、 4月27日以降はÅ系により

運用されている。

図1きにロマン出こよる運届を行った昭和63年3月在日かち同2音5日

まで及びその前後のラッチバルブ郡の温度変化を示す。

本現象に係るFTÅ(図16)によると、この現象はす-モズタッ_トのバ

イメタルの動作不良によるものと推定される。今後、同様なヒ一書タ回路制

御部の設計に関し、よiりI確実を温度制御の方式を検討するとともに、部品

の選憲等に関し、よこり慎重に行っていく必要がある。

I
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Ⅲ.総 合 意 見

宇宙開発事業団が実施したH-工ロケッ十(3段式)1号撥による通信衛星3

号細包(CS-3寄、●さくら3号-a)の打上げについては、 H-Iロケットによ

る静止衛星軌道への投入に成功し、搭載機器も正常に動作していることから所

期の目的を達成したものと考えちれる。

しかしながら、姿勢及びアンテナ制御エレクトロニクス(ÅAC巳)の1系に

異常が生じ、デスパンアンテナの回転が停止したことについては、設計、製造

及び試験の過程並蹄二億用部品の選定には、問題となる点は認められず、かつ、

打上げ後の早い時期に発生していることから、 CS-3種のÅACEl系の部

品又はその取付け都に存する潜在的な要因が打上げ後に現われたものと考えら

れる。このような不具合に対処するため衛星では主要コンポーネントを冗長構

成とし、信頼性の向上を図っており、 CS-3包ではÅACEを2系に切り替

えることで運用上の支障は生じていない。また、今回の不具合が上に述べたよ

うなことでもあり、 CS-3bにおいで同様の不具合が生じ、選局に支障が生

じろ可能性は擾めて小さいと考えもれるが、 CS∵3bのAÅCEの正常を撥

トレスを受け、断線となるに至ったことが可能性として考えられる。このよう

な不具合に対処するため、 BS-芝蹄こおいでも主要ロン料-ネジ亘を冗長構

成とし、信頼性の向上を図っており、今回テレメト町エンコ二ダをB剥こ切

り替えることで運用上の支障は生じていないが、今後、同様の不具合が生じを

1いよう、機械設計、熱設計等の設計に関し、機械的・熱的ストレスに十分配思

するとともに、はんだ付け等の組立作業・検査、試験などに関し、より償重に.
(

I

行って行く必要がある。なお、ラッチバルブ部の温度制御にっいては、今後、

()同様なヒ一夕回路制御部の設計に関し、より確実な温畢街の揃を検討する

とともに、部品の選定等に関し、より慎重に行ってい・く’必要がある。

さらに、今後の衛星開発に当たっては:設計、部品の選定・検査、製造、部

品からシステム段階までの各種試験等にらき、音衛星の信頼性をより向上させる

ための方策について十分な検討を行って古くべきである。

能を実証し、信頼性のなお一層の向上を図るため、 AACEに対するま食期間凍J

相当の熱真空試験及びダミーモータを使用した連続動作試験、衛星へ取り付け

た後の動作試験などを追加的に行う必要がある。

また、放送衛星2号-b(BS-2b)のA系テレメトリ・エンコーダに発生し

た不具合については、入念を調査分析を実施した結果、直接故障に結びつく要

因は見当たらなかったが、不具合発生時の状況からみて、プリント基板と部品

及びコネクタのはんだ付けによる接続部分等が予期できない機械的叉は熱的ス

ー12 -
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i

図工 櫨-工ロケット(3投式) 1号磯の形状

一・14
-

1

衰1櫨-王ロケット(3按式) l号撥の主要諸元

全 設 

名 称 H-工・ロケット3号楼F(H18F) 

全 長㈲ 4 0.3 0 

外 径㈹ 2.4 9 

全備重量(亡) 1395(人工衛星の重量は含手すき) 

誘 導 方 式 慣笹誘導方式 

) 」 

各 段 

第l段 
固体福助 ロケット 

第 2 段 第 3 段 
衛

星 フェアリング 

全 長(可 22.44 て25 1032 
i 

234 て91 

外 径(可 邑44 0了9 互49 1.34 互44 

各段重量(リ 85・了 ㊥l 4鴫(9本分) 1直了 乞2 06 

推進薬重量(亡) 81二l 3ま7(9本分) 88 し8 

平均推力(書) 
メイン等髭 ㊥2 135.0(6本分) 105 包0 

パ￣ニア請竜2,5 ㊥2 ㊧4 

飽3 ㊨3 

燃焼時間(s) 

メインエンジン 2了l 六一二アエンジン 27了 

40 363 67 

推進薬種類 液化酸素/RJ-l 
ポリフタまじ/系 コンポジット 固体推進薬 

液化薮素/液化水素 
ポリプタジェン系 コンポジット 固体推進薬 

推遵薫供詮方式 ターボポンプ ターボポンプ 

比 推 力(s) 

メインエンジン 

253㊧2 235 4与0 29l 

六一二アエンジン 

209徳2 
・㊧・2 ㊧3 ㊥3 

姿 勢 制 御 

ピッチ・ 
ヨー 

シンノくル 

(推力飛行中) シンノくル (慣性飛行中) ガスジェット 

ロ -
1レ パーニアエンジン ガスジェット 

蕾 繊電子装置 

1)テレメータ送信器 l)レータトランスボンダ l)テレメータ 

290M鼠z帯 PCM-PM 

与G櫨z帯2台 2)言霊吉霧儲 
送信器 290MH乙帝 

2)指令破蒙受信器 PCM-PM PAM-FM 

乞6G鼠乙帯 3)指令破蒙受信器 ーPM 

トーン変調 
26GHz帯2台 トーン変調 

l:アダプタセクションを含む。 ㊨2:海面上。 ㊧3:真空中。
4 :リフトオフ時はさ本のみ点火し, 6本の燃焼終了後残り3本に点火する。
5 :2塞分。
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表2 通信衛星3号-a (CS-3a)の主要諸元(2/?)

項 目 機 能 性 能 

電源系 (巨PS) 

・上下2分割された円筒形ソーラア 秋分 夏至 
事 * 

レー 寿命初期 83与W(943W)756W(8与与W) 

・独立したバッテリ充電制御アレー 7 年後 833W 750W 

・NiCdバッテリ2個 放電深度 与与%以下 

・シャントセットにより安定化され パス電圧 29.4±0.2VDC 

た主パス電圧 
軍太陽電池を-部切り離した状態。 

姿勢一及び アンテナ 

・地球幅、スピン率及び太陽角によ 太陽角 ±87o 

る姿勢決定情報。2台の地球セン 地球幅測定精度 ±0.260 

サ及び太陽センサ使用 (静止軌道)
l 

.ヮプルヨレクタによる慣性主軸調 調整範囲
0・120(OBM2個朗)i 

整 
制 御 系 アンテナバイアス ±40(東西方向) ●ドライブモータ及び制御エレクト 
(AACS) ロニクスによるアンテナ指向主軸 ステップ角度 ±0.030 

の制御 
減衰蒔定数 15分以下 ・受動形ニューデーシヨンダンパ 

二次推進系 

・ヒドラジンモノプロペラン,ト方式 推薬タンク容量。8擁
l 

・姿勢制御及びステーションキーピ 90msecパルスモード又は連続 

(RCS) ング用スラスタ(公称推力20ニュ モード噴射(30s亀c) 

トン) 

アポジモータ (AKM) 

.sTAR-30B固体燃料モータ 全推力 的上449,626N-SeC 

(最大能力) 

構、体 (S丁R) 

●上下2枚の機器プラットフォーム 

●モノコックシェル構造 

●DMAにケージング機構採用 

熱制御系 (丁′CS) 

●受動形、-部ヒ一夕使用 

アンテナ 指向精度 

0.20(30)(半頂角)以内 

軌道保持 
経度方向 ±0.0与0以内 

経度方向 ±0.050以内 

寿 命 7年以上 
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姿勢及びアンテナ割簡素
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______」l

治薬タンク

l 二次推道糸
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￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣「
・通信用アンテナ

及び給電部

S/Cアップ

コンバータ

コマンド
ユニット

C/Sダウン

コンバータ

Sバンド

タイプレクサ

Sバンド

送受信機

二二辛サブシステムー

晴 ∴

主

君∥テレ六。.コマンド系

Sバンド
アンテナ・

テレメトリ

ユニット

†

.各サブシステム

」二二二二二一一」ニー一二二一十」〇二二二二二二一二〇“二二一一一一一一一一「-」
「￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣「￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣:￣∴￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣「

構体半音び熱制御,i系 -呈
__________鵜________○○____________」

図3 通信衛星3号一宣(CS-3a)のシステム構成
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圏9 放送衛星2号-b (BS-2b)の形状

-26-

衰4 放送器量2号-b.(BS-2b)の主要諸元

項 目 諸 元 

形 状 

畳語型太陽電池パト●ルを有する箱型 

(1)箱型本体部 1.2肋xl.32耶×0.777れ 

(2)言蕎÷婁ラジンタンク“ガ珪-￣タ1・55桝X2・17珊×2・89耶 

(3)太陽電池パネル展開長 8.95加 

重 畳 
打上げ時∴∴∴∴約689kg 

静止衛星軌道初期 約350kg 

姿勢安定法 ゼロモーメンタム三誌制御方式(トランスフナ軌道ではスピン安定方式) 

軌i∴∴:直 善止奮星軌道,静止位置 東経約I10度 

放
送 チインお辛敦 

カラーテレビジョン 2チャンネル(同時遺風) 

誇戟嶺蕎 

一

幸月Kバンけンテナ 
通信∴系l 

厚岸擢(器芸露語慧) l 
jsバンド送受屠殺,Sパンけンテナ 

テレメ￣タ●上ント・.ユニ汗.テレ,_タ.ユニット 
コマンド系l 

惇/Sコンパ￣タ 

電轟糸車湯報パれ,パァチリ,電禍鑑 

姿勢センサー(拉案センサ,モノパルスBFセンサ,アナユタ 

姿勢割街系 太陽センサ,≡-レートシャイコ,連子巌妾出器,デジタル太 

l

陽センサ),リアクションポイ￣生姜善部笹電子雲量 

荘∴圭∴桑 アポジモータ,二次韮連票 

寿∴∴∴令 4宰とし土与三重桑(5字接の叢看護孝0.7以上) 
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参
考
1

H
」
エ
ロ
ゲ
ッ
ト
(
3
段
式
)
1
号
機
及
び
通
信
衛
星
I

3
号
葵
嵐
(
C
S
「
-
鉦
)
の
打
上
げ
結
果
の
評
価
等
に

関
す
る
審
議
に
つ
い
て

昭
和
6
豊
年
蜜
月
3
0
日

宇
宙
開
発
委
員
・
会
決
定

1
.

昭
和
6
3
年
芝
月
1
9
日
1
に
宇
宙
開
発
事
業
団
が
行
っ
た
H
-
I
ロ
ケ
ッ
ト

(
3
段
武
)
1
号
機
及
び
通
信
衛
星
蜜
号
-
観
音
〈
C
馨
輸
昌
男
の
打
上
げ
結
果
を
評

輌
す
る
た
め
に
調
査
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
昭
和
6
1
年
芝
月
に
打
ち
上
げ

た
放
送
衛
星
芝
号
一
頂
B
馨
-
芝
も
)
の
二
次
推
進
系
遮
断
弁
の
温
度
制
御
の
惟

動
状
況
に
関
し
て
調
査
審
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
.

こ
の
た
め
、
評
師
に
必
要
な
技
術
的
事
項
及
び
作
動
状
況
に
つ
い
て
、
第
四

部
会
に
お
い
て
調
査
審
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
調
査
審
議
は
、
昭
和

6
3
年
き
月
末
ま
で
に
終
え
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
。

-
3
7
-



参考芝

1.

芝.

放送衛星2号-虹B轡-芝b)のテレメトリ◆

ェンコーダのB系への切替えについて

臆 1

l

昭和63年芝月3日

宇宙開発委員会決定

昭和6 1寧芝月に打ち上げた放送衛星芝号一頂B音轡一興)のテ与

川l上エンコーダの作動状況に関して調査審議を行う○○-

1基の調査審議は第四部会に別亘行い、昭和・6登牽き月_末・

までに終えることを目途とする。 章

当
!

l

ー 38-

参考嚢

部 会 長・

弓部会長代理

専門委員

い

宇宙開発委貴会第四部会構成員

(呂 0 音順)

佐貫 亦男

内田 茂男

秋葉鱒二郎

大島 耕一

小林 繁夫

※田畑 浄治

塚本 賢一

申込 雪男

長洲 秀夫

廣澤 春任

※勝川 謙司

前田 払

出睨 康夫

前日本大学理工学研究所顧問

名城大学理工学部教授

文部省宇宙科学研究所教授

文部省宇宙科学研究所教授

東京都立科学技術大学
兢空宇宙システム工学科教授

宇宙開発事業団理事

郵政省通信総合研究所長

国際電信電話株武会社副社長

科学技術庁駈空手宙技術研究所長

文部省宇宙科学研究所教授

宇宙開発事業団理事

関西大学工学部教授

東北工業大学長

注) ※印の専門委員は、今回の調査審議については、説明者として

参加した。
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